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1．研究の課題と背景
　本研究は、複数の大学で同様の内容で実施した
職業キャリアに関する授業の受講が、学生のキャ
リア意識に及ぼす影響を検討することを目的とす
る。
　若者の就職・就業を取り巻く環境が変化し、大
学生にとって、将来働くことをどのようにとらえ
ればよいかは、学生生活の中でも重要な関心事と
なっている。大学にとっても、学生の将来のキャ
リア選択に向けて大学がどれだけ有効な支援が提
供できるのかは、そのブランドにも影響すること
から、有効なキャリア教育のあり方が模索されて
いる。
　「キャリア教育」という概念が政策文書で最初
に登場するのが、1999年の中央教育審議会答申
である。大学生を含む若者に対するキャリア支援
政策は、2003年の「若者自律・挑戦プラン」が
大きな転換点となる。1990年代後半の就職氷河
期、若年非正規雇用の増大など、若者の就業環境
が質的に変化し、学校から職業への円滑な移行が
困難になる若者が増えることが深刻な社会問題に
つながりかねないとの問題意識から策定された同
プランは、「日本で初めての省庁横断的な、総合
的な若者政策として樹立された」（児美川（2010））
と一定の評価がなされている。これを契機に、従
来は進路指導として狭義に理解されていた「職業
ガイダンス」が、勤労観・職業観を身につける「キャ
リア教育」として射程を広げ、その政策の重要性
が理解され、教育の現場で実践されるようになっ
てきた。
　2011年には、中央教育審議会答申「今後の学
校におけるキャリア教育・職業教育の在り方につ
いて」において、「キャリア教育」は「一人一人
の社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる
能力や態度を育てることを通して，キャリア発達
を促す教育」と定義され、職業生活のみならず、
家庭や地域活動なども含めた個人の役割として
「キャリア」がとらえられてきた。この答申を受け、
大学のキャリア教育に関しては、2011年に設置
基準が改訂され、大学・短大に対して、学生の「生
涯を通じた持続的な就業力の育成を目指し，社会
的・職業的自立に向けた指導等に取り組む」体制
整備が義務付けられた。これ以降、多くの大学で
キャリア教育が教育課程に位置づけられ広く実施
されるようになっている。
　就職支援からキャリア支援へと概念が拡大する
ことにより、大学のキャリア支援は、就職部・キャ
リアセンターといった大学の一機関が就職活動と
いう特定の時期に集中して支援を行うという形態
にとどまらず、大学生活を通じてキャリア意識を
涵養して将来につなげるという観点からの支援策
が充実してきた。キャリア形成を主眼とする科目
を設置したり、専門教育や一般教育においてキャ
リア形成を意識するカリキュラムに改編したり、
あるいはインターンシップなどの体験型・実習型
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の授業を組み込むなど、様々な対応がなされてき
ている。
　多様に展開されるキャリア教育が学生にどのよ
うな影響を及ぼしているのかは、キャリア教育の
今後の展開を検討する上でも重要なテーマといえ
る。
2．先行研究サーベイ
　職業やキャリアに関するプログラムの受講が、
受講者である生徒、学生にどのような影響を及ぼ
すのかという課題に関しては、近年研究が蓄積さ
れてきた。
　玄田ほか（2010）は、職業講話や職業体験な
どの職業教育を学校時代に体験することは、収入
には影響しないが、正社員としての学卒就業など
学校から職業への円滑な移動や、就業後のやりが
いを高めるなど、一定の効果をもたらすことを明
らかにした。特に、多様な職業教育を受けた経験
がプラスの効果を示し、複合的な効果をもたらす
ことを示唆した。浦坂（2012）は、高校生を対
象にした研究であるが、実証分析の結果、キャリ
ア教育を包括的、複合的に実施することや学校以
外の地域や家庭との連携が充実していることが、
有効であることを明らかにしている。いずれも、
多様なキャリア教育の有効性を明らかにしてい
る。
　大学におけるキャリア教育の効果を検証したも
のとしては、各大学のキャリア教育の取組の効果
測定による実証研究が蓄積されてきている。本研
究の問題意識と同様に、授業の受講前後で学生の
キャリア意識の変化を検証することにより、授業
の効果測定を行う研究が比較的多い。
　三川（2008）は、「キャリアデザイン論」とい
うキャリア形成科目の受講が、学生の進路成熟に
及ぼす影響を分析し、進路計画などが高まること
を示した。中間（2008）は、1年生の必修授業で
ある「キャリア形成論」の効果を検討し、キャリ
アに対する態度や自己のあり方が肯定的・積極的
な方向へと変化したことを指摘する。また、田澤
ほか（2013）は、キャリア教育として体験型の
実習授業を取り上げ、当該授業受講や実習の経験
がキャリア意識を高めることについて、「キャリ
ア意識の発達に関する効果測定テスト（CAVT）」
を用いて明らかにしている。
　さらに、授業受講の有無により効果を測定する
研究もある。平尾（2017）は、大学1年生全員を
対象として実施する「キャリア入門」という全8
回のオムニバス形式の授業をとりあげ、授業を受
講した（前半の 8回を受講した）学生と受講して
いない（後半の8回を受講する）学生の2グルー
プに対して、大学1年次の同じ時期に調査を実施
するという実験的な環境の下で、授業受講の効果
を測定した。ここで使用されているのもCATV
尺度である。その結果、授業受講がキャリア意識
の向上に正の効果をもたらすことを明らかにした。
　キャリア教育の効果測定において、どのような
測定項目を利用するかについては、目的に応じた
尺度が選択されているが、本研究と同様にキャリ
ア・レディネス尺度を用いたものとして、森山
（2007）、松井（2008、2009a、2009b）がある。
　ここで、キャリア・レディネス尺度について確
認しておこう。キャリア・レディネス尺度は、大
学生のキャリア成熟を測定することを目的に作成
された尺度である（坂柳（1996））。キャリア・レディ
ネスは、「一般的にはキャリアに関する諸問題に
対する個人の対処準備性」であり、「生涯発達の
視点では、キャリア成熟とも表現され」、「進路指
導やキャリア発達支援のキーワードとなって」い
る（安保ほか（2008））。坂柳（1991）は、キャ
リア成熟を「キャリアの選択・決定やその後の適
応への個人のレディネスないし取組姿勢」として、
その測定尺度を作成した。キャリアの概念が職業
だけでなく「人生・生涯」へと拡大していること
から、尺度も、人生キャリア・レディネス（主に、
人生や生き方への取組姿勢）と、職業キャリア・
レディネス（主に、職業選択と職業生活への取組
姿勢）の 2系列を設定している。さらに、それぞ
れのキャリア・レディネスについて、①関心性（自
己のキャリアに対して、積極的な関心をもってい
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るか）、②自律性（自己のキャリアへの取組姿勢
が、自律的であるか）、③計画性（将来展望をも
ち、自己のキャリアに対して、計画的であるか）、
の 3つの態度特性が設定されている。
　森山（2007）は、「キャリアデザイニング」と
いうキャリア形成科目の受講前後に職業キャリ
ア・レディネス尺度を用いた調査を実施し、学年
や性別により傾向が異なり、女子や 1年生で効果
が現れやすいことを明らかにしている。また、松
井（2008、2009a、2009b）では、「キャリアデ
ザイン」という授業の受講前後で、キャリア・レ
ディネス尺度を用いた効果測定を行っているが、
森山（2007）が用いた職業キャリア・レディネ
ス尺度に加えて、人生キャリア・レディネス尺度
も用いている。3つの論文の中でキャリア・レディ
ネス尺度について最も詳細な分析を行っている松
井（2009a）では、授業の受講群と非受講群の 2
グループに分け、受講前と受講後の 2時点におい
てキャリア・レディネスの 6つの尺度について調
査を実施し、男女別に 2つのグループの得点変化
を分析している。その結果、男女ともに受講群で
各尺度の得点が上昇し、授業受講の効果が確認さ
れている。男女差が小さいことに関しては、森山
（2007）と異なる結果であるが、森山（2007）は、
男女別、学年別に分析したために、サンプル数が
少なく、結果が安定していなかった可能性がある。
　以上の先行研究により、多くの大学で実施され
るようになってきたキャリアデザイン、体験型科
目などのキャリア形成のための授業は、受講した
学生のキャリア意識に一定の効果をもたらすこと
が明らかになっている。
3．	分析課題、分析に使用するデータ
（1）分析課題
　本研究では、大学のキャリア教育の効果検証に
あたり、日本労働組合総連合会と公益社団法人教
育文化協会が全国複数の大学で展開している寄附
講座をとりあげる。この授業の受講が、学生のキャ
リア意識にどのような影響を及ぼすのか、につい
て明らかにすることが、分析の目的である。授業
の内容は後述するが、働くことについての現実を
リアルに伝える授業である。
　キャリア意識は、キャリア成熟を測定する「職
業キャリア・レディネス尺度」（坂柳（1996））
を使用する。前述のように、坂柳（1996）は、
職業キャリア・レディネスと人生キャリア・レディ
ネスの 2つの尺度を作成したが、本研究の授業が
職業生活に特化した内容であることから、「職業
キャリア・レディネス」に注目することとする。
　分析は、まず「職業キャリア・レディネス」に
ついての尺度の構造を因子分析により確認する。
坂柳（1996）では本尺度を 3つの態度特性で解
釈しているが、本調査対象者のデータからこの構
造を確認したところ、後述するように 4因子が抽
出されたことから、本研究ではこの 4因子から構
成される尺度により分析を進めた。尺度構造を確
認した上で、属性や「職業キャリア・レディネス」
以外のキャリア意識等に関連する項目との関係を
みることで、尺度の意味を確認する。その上で、
各尺度の授業受講前後の変化を比較し、授業の効
果検証を行う。
（2）キャリア教育の内容
　本研究で取り上げる授業は全国の複数の大学で
実施されているが、以下の分析は、2016年度の
後期（2016年 9月～ 2017年 1月。大学により若
干の時期のずれがある。）に実施した 4つの大学
の授業を対象にしている。
　授業は大学により講師や詳細の内容に違いはあ
るものの、目的や内容は同様である。授業の目的
は、働く意味を見つけること、働く環境や労働条
件をより良くすること、職場の仲間を作っていく
ことなど、これから社会で働く大学生に対して、
企業情報や業界情報を交えながら必要な情報を伝
えることである。具体的には、現場で働く人や労
働組合の取組などについての講義を通して、学生
の働くことへの理解を深め、併せて、働く上で重
要な労働組合、ワークルール等の知識を獲得して、
就業意識を高めることに重点が置かれている。
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　授業は 15回を原則とし、毎回、職場の最前線
で活躍する労働組合関係者がゲスト講師として授
業を担当し、働くことについての現状や関連する
労働組合の活動等について事例を交えながら講義
が展開される。各回の授業の後半には学生との質
疑応答が行われる。各回ごとに、「非正規労働」「男
女共同参画」「公平・公正な処遇ルール」などのテー
マが設定され、それに相応しい業界、企業等の講
師が講義を担当し、後半は各大学の専任教員が質
疑等のファシリテートを担当する。
（3）調査概要
　本研究で使用するデータは、2016年度の後期
に 4つの大学で実施した上記授業を受講した学生
である。調査を実施した大学は、地方国立大学 3
校と、都内の大規模私立大学 1校で、大学の学力
水準はほぼ同程度である。
　授業の効果測定のため、初回の授業（受講前）と、
最終回の授業（受講後）で、同じ質問内容のアン
ケート調査を実施した。
　アンケート内容は以下のとおりであるが、⑤に
ついては本分析では利用しない。
①基本属性（性別、学部、学年）
②職業キャリア・レディネス尺度
③大学生活の重点
④働くことについての今後の意識
⑤労働組合やワークルールに関する意識、理解等
（4）分析に使用するデータ
　受講前アンケートには 342名、受講後アンケー
トには 238名が回答した 1）。
　分析の前半（4節（1）、（2））の、職業キャリア・
レディネス尺度の構造分析、及び個人属性等との
関連の分析は、受講前のデータを利用する。
　分析の後半（4節（3）、（4）、（5））の、授業の
効果検証に用いるデータは、受講前と受講後の両
方のアンケートに回答した 191名のうち、職業
キャリア・レディネスに関する 27項目すべてに
回答した 166名の回答データである。
　以下に 166名の属性を示す。
　男子85名（51.2％）、女子81名（48.8％）であった。
所属大学は首都圏のA国立大学が 62名（37.3％）、
次いで東北地方のB国立大学が 57名（34.3％）、
九州地方のC国立大学が 38名（22.9％）であり、
東京都のD私立大学が 9名（5.4％）であった。
また、受講学生の学年は 2年生が 112名と最も多
く 67.5％を占めているが、3年生が 28名（16.9％）、
1年生や 4年生も存在している。社会科学系の学
生が 99名（59.6％）、人文科学系が 58名（34.9％）、
その他が 9名（5.4％）であった。
（5）職業キャリアレディネス尺度
　授業受講の効果測定に使用した尺度は、坂柳
（1996）のキャリア・レディネス尺度のうちの「職
業キャリア・レディネス尺度」である。これは、
職業選択と職業生活に関する取組姿勢を把握する
ことができる。本授業が、「働くこと」を中心に
据え、企業の取組や労働組合の実践などが講義の
内容であることから、「人生キャリア・レディネ
ス尺度」は利用しなかった。
　職業キャリア・レディネス尺度は、大学生が自
分のこれからの就職や職業などについて成熟した
考えを持っているのか測定することを目的として
作成された尺度であり（坂柳（1996））、前述の
ように関心性、自律性、計画性の 3つの下位尺度
から構成されている。下位尺度は各 9項目ずつ、
全 27項目である。坂柳（1996）を参考にし、表
現を一部修正して 27項目を職業キャリア・レディ
ネスの測定に用いた。全 27項目について「よく
あてはまる」「ややあてはまる」「どちらともいえ
ない」「あまりあてはまらない」「まったくあては
まらない」の 5段階で回答を求めた。
　この尺度について、調査対象者のデータを用い
て尺度構造の確認のために因子分析を行った。分
析にあたっては、「よくあてはまる」を 5、「まっ
たくあてはまらない」を 1として得点化した。
　尺度構造の分析には受講前の回答データを用い
ることとした。受講前の状況が、一般的なレディ
ネス状況と考えられること、受講後は各尺度の数
値が上昇することが予想されるために天井効果等
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表 1　職業キャリア・レディネスに関する 27 項目の記述統計
 
n M SD M-SD M+SD
将来の仕事や就職について、とても関心をもっている 342 4.08 0.94 3.15 5.02
希望する仕事に就くにはどうすればよいか、調べたことがある 342 3.83 1.10 2.72 4.93
どのような仕事が自分に向いているのか、真剣に考えたことがある 338 3.94 1.00 2.94 4.93
仕事をもったら、自分から進んで積極的に仕事を行おうと思う 339 4.20 0.84 3.36 5.04
充実した職業生活を送れないのは、自分自身の責任が大きいと思う 340 3.64 1.02 2.63 4.66
仕事をする上で難しい問題にぶつかっても、自分なりに克服してい
こうと思う
342 4.11 0.71 3.40 4.82
希望する仕事に就くための具体的な計画を立てている 342 2.87 1.11 1.75 3.98
どのような仕事をしたいか、まだわからない 339 3.43 1.33 2.10 4.76
職業選択や就職は、自分の個性と就職機会の両面から十分考えてい
る
342 3.50 1.00 2.50 4.50
職業や就職に関するニュースや記事には、よく目を通すようにして
いる
341 2.99 1.08 1.91 4.07
将来の職業や就職先について、いろいろ比較し検討している 340 3.08 1.17 1.91 4.25
自分は何のために働くのか、真剣に考えたことがない 342 2.60 1.17 1.43 3.77
就職の準備は、他の人から言われなくても自主的に進めることがで
きる
341 3.18 1.02 2.16 4.20
仕事をするようになったら、責任を自覚して仕事に取り組もうと思
う
341 4.33 0.72 3.62 5.05
職業生活を充実させるためには、面倒なことでも積極的にチャレン
ジしたい
342 3.87 0.93 2.95 4.80
自分は将来どのような仕事についているか、わからない 342 3.77 1.16 2.61 4.93
どのような職業人になりたいのか、自分なりの目標をもっている 341 3.24 1.09 2.15 4.34
すでに計画に従って就職のための準備をしている 342 2.58 1.16 1.42 3.74
将来の職業生活をどう過ごすかは、あまり関心がない 341 2.28 1.05 1.22 3.33
将来、充実した職業生活を送るために参考となる話は、注意して聞
いている
340 3.82 0.88 2.95 4.70
仕事の選択や就職は自分にとって重要な問題なので、真剣に考えて
いる
341 3.95 0.95 3.00 4.89
仕事の選択・決定では周囲の雰囲気に流されることはない 341 3.56 1.02 2.54 4.58
職業人になって、責任の重い仕事はやりたくない 341 2.87 1.03 1.84 3.91
職業生活を通して、さらに自分自身を向上させたい 340 3.98 0.93 3.05 4.91
自分の将来の職業生活の様子は、だいたい想像できる 341 2.69 1.08 1.61 3.77
今希望している仕事は、またすぐに変わるかもしれない 342 3.27 1.12 2.14 4.39
やりたい仕事に向けての積極的な努力は特にしていない 342 3.18 1.07 2.12 4.25
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を判断する上で不適切であると考えられたこと
が、受講前のデータを使用した理由である。
　はじめに 27項目の項目分析を行った。27項目
の記述統計量を表 1に示す。項目分析の結果、「将
来の仕事や就職について、とても関心をもってい
る」、「仕事をもったら、自分から進んで積極的に
仕事を行おうと思う」、「仕事をするようになった
ら、責任を自覚して仕事に取り組もうと思う」の
3項目は、天井効果がみられたため因子分析を行
う対象項目から除外した。
　次に、残りの 24項目を用いて最尤法、プロマッ
クス回転による因子の抽出を行った。受講前の職
業キャリア・レディネスの状況に関する分析には、
受講前アンケートに回答した 342名のうち、職業
キャリア・レディネスに関する 27項目すべてに
回答した 316名のデータを用いた 2）。
　共通性が 2.00以上であること、1つの因子に .30
以上の負荷を示すことを条件として、因子分析を
繰り返した。固有値1以上であることを基準とし、
4因子を抽出した（累積寄与率 56.8％）。因子分
析の結果を表 2に示した。
　第 1因子は、坂柳（1996）が作成した職業キャ
リア・レディネス尺度の下位尺度における「計画
性」「自律性」「関心性」など複数の特性尺度の項
目において負荷量が大きい。これらの項目は、就
職先選択に主体的に取り組む態度を示す項目が多
いことから、「主体性」因子と解釈した。第 1因
子を構成する 5項目のクロンバックのα係数 3）
を算出したところ、受講前α＝ .80、受講後α
＝ .82であった。この5項目の平均値をもって、「主
体性」尺度得点とした。
　第 2因子は、坂柳（1996）が作成した職業キャ
リア・レディネス尺度の下位尺度のうち、主に「関
心性」尺度を構成する項目が強く負荷しており、
将来の就職先について関心を持って積極的に考え
る態度を示す項目であり、「関心」因子と解釈した。
第 2因子を構成する 7項目のクロンバックのα係
数を算出したところ、受講前α＝ .82、受講後α
＝ .82であった。7項目の平均値（逆転項目は「将
来の職業生活をどう過ごすかは、あまり関心がな
い」）をもって「関心」尺度得点とした。
　第 3因子は、坂柳（1996）が作成した職業キャ
リア・レディネス尺度の下位尺度のうち、「自律性」
尺度を構成する項目が強く負荷している。意欲を
持ち自律的に仕事に取り組む態度を示す項目であ
り、「意欲」因子と解釈した。第 3因子を構成す
る4項目のクロンバックのα係数を算出したとこ
ろ、受講前α＝ .74、受講後α＝ .68であった。4
項目の平均値（逆転項目は「職業人になって、責
任の重い仕事はやりたくない」）をもって「意欲」
尺度得点とした。
　第 4因子は、坂柳（1996）が作成した職業キャ
リア・レディネス尺度の下位尺度のうち、主に
「計画性」尺度を構成する項目が強く負荷してい
る。また、構成している項目のうち 4項目が、坂
柳（1996）では逆転項目として設定されている
ものである。つまり、就職についての展望が持
てず計画ができていないという職業的に未成熟な
状態を示す内容で構成されており、「未成熟」因
子と解釈した。第 4因子を構成する 4項目のクロ
ンバックのα係数を算出したところ、受講前α
＝ .76、受講後α＝ .78であった。4項目の平均値
（逆転項目は「どのような職業人になりたいのか、
自分なりの目標を持っている」）をもって「未成熟」
尺度得点とした。
4．分析結果
（1）基本属性と職業キャリア・レディネス
　はじめに、基本属性別の受講前職業キャリア・
レディネスの状態を確認した。受講による効果が
ない状況での職業キャリア・レディネスの状態を
確認するとともに、職業キャリア・レディネス尺
度の意味を再確認するという目的から受講前デー
タ（316名）を用いて分析を行った。
　表 3は、性別による職業キャリア・レディネス
が男女によって差がみられるかどうかを t検定に
よって検証した結果である。女子は男子に比べる
と、関心尺度得点（p<.05）、意欲尺度得点（p<.10）
が、有意に高い傾向がみられた。
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　所属学部によって職業キャリア・レディネスに
差がみられるかどうかを分散分析によって検証し
た。表 4に示した結果から、所属学部による職業
キャリア・レディネスには、有意な差がみられな
かった。
　職業キャリア・レディネス尺度は、職業選択と
注：	1.	 分析過程で除外した項目は以下の 3項目。
	 	 ・仕事の選択・決定では周囲の雰囲気に流されることはない
	 	 ・充実した職業生活を送れないのは、自分自身の責任が大きいと思う
	 	 ・やりたい仕事に向けての積極的な努力は特にしていない
	 2.	 2つ以上の因子に同程度の負荷量を示す項目（将来の職業や就職先について、いろいろ比較し検討している）
については双方のα係数を算出し、より当てはまりがよい尺度に含めた。
表 2　職業キャリア・レディネス尺度の因子分析結果（最尤法、プロマックス回転）
 
坂柳(1990)
の分類 因子名 項目内容 fac.1 fac.2 fac.3 fac.4 α
計画 すでに計画に従って就職のための準備をしている .920 -.094 -.110 -.108
計画 希望する仕事に就くための具体的な計画を立てている .666 .056 .057 -.088 受講前
　　.80
自律
就職の準備は、他の人から言われなくても自主的に進めること
ができる
.503 .204 .204 .154 受講後
　　.82
関心
職業や就職に関するニュースや記事には、よく目を通すように
している
.480 .383 -.111 .113
計画 自分の将来の職業生活の様子は、だいたい想像できる .389 -.127 .182 -.249
関心
仕事の選択や就職は自分にとって重要な問題なので、真剣に考
えている
-.070 .802 .047 -.037
関心
どのような仕事が自分に向いているのか、真剣に考えたことが
ある
.103 .683 -.068 -.008
関心
将来、充実した職業生活を送るために参考となる話は、注意し
て聞いている
-.008 .647 .067 -.060 受講前
　　.82
計画
職業選択や就職は、自分の個性と就職機会の両面から十分考え
ている
.208 .570 -.017 .208 受講後
　　.82
関心 希望する仕事に就くにはどうすればよいか、調べたことがある .161 .481 .037 -.074
関心 将来の職業や就職先について、いろいろ比較し検討している .464 .478 -.081 .103
関心 将来の職業生活をどう過ごすかは、あまり関心がない（Ｒ） .265 -.369 -.219 .212
自律
職業生活を充実させるためには、面倒なことでも積極的にチャ
レンジしたい
.059 .042 .753 .074
自律
仕事をする上で難しい問題にぶつかっても、自分なりに克服し
ていこうと思う
.074 -.102 .733 .105 受講前
　　.74
自律 職業生活を通して、さらに自分自身を向上させたい .046 .003 .658 .050 受講後
　　.68
自律 職業人になって、責任の重い仕事はやりたくない（Ｒ） .167 -.071 -.512 .155
計画 どのような仕事をしたいか、まだわからない -.036 -.102 .096 .808
計画 自分は将来どのような仕事についているか、わからない -.237 .112 .058 .681 受講前
　　.76
計画 今希望している仕事は、またすぐに変わるかもしれない .102 .062 -.002 .531 受講後
　　.78
計画
どのような職業人になりたいのか、自分なりの目標をもってい
る（Ｒ）
.286 .112 .185 -.367
関心 自分は何のために働くのか、真剣に考えたことがない -.007 -.311 -.016 .325
尺度間相関係数
fac.1 1.000
fac.2 0.585 1.000
fac.3 0.320 0.608 1.000
fac.4 -0.461 -0.465 -0.361 1.000
主
体
性
関
心
意
欲
未
成
熟
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職業生活に関する取組姿勢を測定するための尺度
である（坂柳（1996））。本授業は 9月から 1月に
かけて実施されていることから、大学 4年生は就
職活動を経験した者が多く、大学 3年生も就職活
動に向けて意識が高まっていると考えられる。つ
まり、学年によって授業受講前の職業キャリア・
レディネスの状態が異なる可能性がある。この仮
説を確認するために、学年別の授業受講前の職業
キャリア・レディネスの状態について、分散分析
を用いて検証した。結果を表 5に示した。
　分散分析の結果、主体性尺度得点は 0.1％水準、
関心尺度得点は 5％水準で学年による有意な差が
みられ、未成熟尺度得点は 10％水準であるもの
の学年による有意な差の傾向がみられた。一方、
意欲尺度得点は、学年による有意な差はみられな
かった。さらに、Scheﬀe 法 4）による多重比較を
行った。主体性尺度得点については、4年生以上
が 1年生よりも 5％水準、2年生よりも 1％水準で
高い。関心尺度得点は、4年生以上が 2年生より
も 5％水準で高かった 5）。
（2）	 職業に関連する意識と職業キャリア・
レディネス
　職業キャリア・レディネスの状態は、職業に対
する取組姿勢によって異なる。職業に関する姿勢
は、大学生活の過ごし方や、就職や働くことに対
表 3　受講前の職業キャリア・レディネスの状態（性別）
表 4　受講前の職業キャリア・レディネスの状態（学部別）
表 5　受講前職業キャリア・レディネスの状態（学年別）
 
主体性尺度得点 関心尺度得点 意欲尺度得点 未成熟尺度得点
ｎ M SD M SD M SD M SD
男子 162 2.84 0.86 3.61 0.73 3.71 0.70 3.21 0.84
女子 154 2.86 0.75 3.78 0.68 3.84 0.65 3.08 0.85
ｔ値 0.28 2.15 * 1.74 † 1.31
 
主体性尺度得点 関心尺度得点 意欲尺度得点 未成熟尺度得点
ｎ M SD M SD M SD M SD
人文科学系 86 2.78 0.75 3.60 0.76 3.67 0.66 3.11 0.76
社会科学系 206 2.85 0.81 3.71 0.69 3.80 0.67 3.19 0.86
その他 24 3.12 1.04 3.89 0.67 3.88 0.78 2.88 0.96
F値 1.63 1.79 1.37 1.65
 
主体性尺度得点 関心尺度得点 意欲尺度得点 未成熟尺度得点
ｎ M SD M SD M SD M SD
1年生 19 2.77 0.73 3.77 0.59 3.66 0.60 3.39 0.71
2年生 208 2.71 0.72 3.62 0.69 3.82 0.62 3.18 0.81
3年生 59 3.04 0.94 3.78 0.80 3.65 0.83 3.15 0.88
4年生以上 30 3.50 0.86 3.99 0.65 3.77 0.80 2.77 1.04
F値 10.34 *** 2.79 * 1.11 2.60 †
表中の *** は p<.001、** は p<.01、* は p<.05、†は p<.10を示す（以下、同様）
注：	「社会科学系」には、経済学部、経営学部、法学部などが含まれており、その他には理系学部のほか、教養など
の学部が含まれている
注：「4年生以上」には、5年以上の 2名を含んでいる
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する意識によって異なることが指摘されており
（溝上ほか（2012））、これらの項目と職業キャリア・
レディネス尺度の関連を確認した。
　表 6は、大学生活と職業キャリア・レディネス
尺度に関する分散分析の結果である。主体性尺
度得点、関心尺度得点は 0.1％水準で有意差が認
められ、意欲尺度得点、未成熟尺度得点は 5％水
準で有意差が認められた。多重比較（Scheﬀe法）
の結果、「何となく過ぎていく生活」を送ってい
る者は、職業キャリア・レディネスの 4つの下位
尺度すべてで、他の生活を送っている者に比べて
ネガティブな結果となっている（p<.10）。
　表 7は、卒業後の進路希望と職業キャリア・レ
ディネス尺度に関する分析の結果である。主体性
尺度得点は 1％水準で、関心尺度得点と未成熟尺
度得点は 0.1％水準で有意差が認められた。多重
比較（Scheﬀe法）の結果、「考えていない、わか
らない」と回答した場合、主体性尺度得点や関心
尺度得点が有意に低い傾向がみられた（p<.10）。
また、「考えていない、わからない」と回答した
者に加え、「民間企業に就職したい」と回答した
者も未成熟尺度得点が有意に高い傾向（p<.10）、
つまり、就職についての展望が持てていない傾向
がみられた。
　表 8は、将来の働き方に関する希望と職業キャ
リア・レディネス尺度に関する分析の結果である。
意欲尺度得点と未成熟尺度得点について、5％水
準の有意差が認められた。多重比較（T2法）の
結果、「起業、フリーランスなどで働こうと思う」
と回答したケースは少数ではあるが、そのほかの
ケースに比べて意欲尺度得点が有意に高い傾向
（p<.10）がみられた。また、「定年頃まで同じ企
表 6　受講前職業キャリア・レディネスの状態（大学生活で重点をおいていること）
表 7　受講前職業キャリア・レディネスの状態（卒業後の進路希望）
 
主体性尺度得点 関心尺度得点 意欲尺度得点 未成熟尺度得点
ｎ M SD M SD M SD M SD
勉強や研究を第一においた生活 52 3.17 0.74 3.99 0.56 3.95 0.62 2.92 0.78
サークル、同好会の活動を第一においた生活 55 3.10 0.86 3.77 0.71 3.81 0.54 3.09 0.95
自分の趣味（スポーツ、音楽、旅行など）を
第一においた生活
38 2.60 0.85 3.49 0.88 3.71 0.73 3.47 0.76
良き友を得たり豊かな人間関係を結ぶことを
第一においた生活
37 2.88 0.74 3.77 0.59 3.90 0.67 3.25 0.78
将来就きたい仕事や就職のために資格取得や
大学外の学校に通うことを第一においた生活
10 3.38 0.66 3.84 0.68 3.65 0.59 2.86 0.76
アルバイトをしたり、お金をためることを第
一においた生活
11 2.91 0.77 3.82 0.61 3.98 0.69 2.76 0.40
特別に重点をおかず、ほどほどに組合わせた
生活
91 2.69 0.72 3.63 0.60 3.71 0.69 3.16 0.89
何となく過ぎていく生活 18 2.13 0.69 2.92 0.83 3.21 0.82 3.56 0.67
その他 4 2.85 1.11 4.32 0.84 4.00 0.84 2.45 0.91
F値 5.35 *** 5.52 *** 2.62 ** 2.64 **
 
主体性尺度得点 関心尺度得点 意欲尺度得点 未成熟尺度得点
ｎ M SD M SD M SD M SD
民間企業に就職したい 161 2.86 0.83 3.75 0.68 3.82 0.69 3.25 0.83
公務員、教員になりたい 112 2.95 0.75 3.71 0.68 3.77 0.66 2.89 0.83
起業したい、フリーランスで働きたい 6 2.77 1.08 3.98 0.77 3.83 1.25 3.00 1.05
進学したい 4 3.05 0.30 3.96 0.65 3.63 0.43 3.00 0.49
その他 6 3.27 0.68 4.12 0.64 3.88 0.61 2.67 0.59
考えていない、わからない 27 2.30 0.79 3.12 0.79 3.50 0.57 3.72 0.64
F値 3.27 ** 4.79 *** 1.10 5.83 ***
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業や組織で勤め続けようと思う」と回答したケー
スは、「同じ企業や組織にはこだわらないが、定
年頃まで企業や組織で働き続けようと思う」と回
答したケースに比べて、未成熟尺度得点が有意に
低い（就職に関する展望がある状態）傾向がみら
れた（p<.10）。
　表 9は、女性が仕事をもつことについての考え
方と職業キャリア・レディネス尺度に関する分散
分析の結果である。未成熟尺度得点では1％水準、
関心尺度得点では 5％水準、主体性尺度得点では
10％水準の有意な傾向がみられた。多重比較の
結果、「子どもができるまで職業を持つ方がよい」
と回答した場合、「子どもができても、ずっと職
業を続ける方がよい」と回答したケースに比べる
と関心尺度得点が低く、未成熟尺度得点が高い傾
向がみられた（p<.05）。
（3）	 授業受講による職業キャリア・レディ
ネスの変化
　本授業は、前述したように、働くことに関する
知識を学ぶ。このため、授業の受講によって、職
業キャリア・レディネスが高まると考えられる。
そこで、授業の前後とも調査に回答した 191名の
うち、職業キャリア・レディネスに関する項目す
べてに回答した 166名において、受講前後の職業
キャリア・レディネス尺度得点についてサンプル
対応のある t検定を行った。結果を表 10に示す。
　就職先選択に主体的に取り組む態度を示す「主
体性」尺度得点の平均値は、受講前が 2.81であっ
たのに対し、受講後は 3.17と有意に高くなって
いた（p<.001）。将来の就職先について関心を
持って積極的に考える態度を示す「関心」尺度得
点の平均値は、受講前が 3.70であったのに対し、
受講後は 3.82と有意に高くなっていた（p<.01）。
表 8　受講前職業キャリア・レディネスの状態（将来の働き方に関する希望）
表 9　受講前職業キャリア・レディネスの状態（女性が仕事をもつことについての考え方）
 
主体性尺度得点 関心尺度得点 意欲尺度得点 未成熟尺度得点
ｎ M SD M SD M SD M SD
定年頃まで同じ企業や組織で勤め続け
ようと思う
124 2.94 0.78 3.74 0.68 3.84 0.67 2.96 0.82
同じ企業や組織にはこだわらないが、
定年頃まで企業や組織で働き続けよう
と思う
127 2.75 0.83 3.64 0.73 3.77 0.63 3.28 0.83
起業、フリーランスなどで働こうと思
う
7 3.40 1.20 4.24 0.53 4.36 0.35 3.00 0.84
働き続けることにはこだわらない 40 2.77 0.75 3.64 0.73 3.52 0.82 3.34 0.88
その他 5 3.00 0.28 4.11 0.72 4.00 0.73 2.88 0.27
考えていない、わからない 13 2.92 0.98 3.57 0.67 3.56 0.67 3.26 1.06
F値 1.52 1.58 2.86 * 2.49 *
 
主体性尺度得点 関心尺度得点 意欲尺度得点 未成熟尺度得点
ｎ M SD M SD M SD M SD
結婚するまで、職業をもつ方がよい 8 2.45 0.85 3.43 0.77 3.78 0.60 3.48 0.86
子どもができるまで、職業をもつ方が
よい
18 2.57 0.79 3.25 0.69 3.69 0.55 3.66 0.71
子どもができても、ずっと職業を続け
る方がよい
136 2.97 0.82 3.80 0.70 3.86 0.67 2.97 0.91
子どもができたら職業をやめ、大きく
なったら再び職業をもつ方がよい
95 2.76 0.73 3.65 0.68 3.78 0.66 3.25 0.70
その他 59 2.86 0.88 3.70 0.72 3.58 0.74 3.19 0.86
F値 2.13 † 3.05 * 1.91 4.05 **
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意欲を持ち自律的に仕事に取り組もうという意欲
的な態度を示す「意欲」尺度得点の平均値は、受
講前が 3.75であったのに対し受講後は 3.72とわ
ずかに低下したが、受講前後で有意な差は認めら
れなかった。就職についての展望が持てず計画も
ない状態を示す「未成熟」尺度得点の平均値は、
受講前が 3.16であったのに対し受講後は 3.10と
統計的な有意性は認められなかったもののやや改
善傾向がみられた。
（4）	 授業の出席状況と職業キャリア・レディ
ネスの変化
　授業受講による職業キャリア・レディネスの変
化は、授業の出席状況にも影響を受けると考えら
れる。授業の出席状況別に受講前後の職業キャリ
ア・レディネス尺度得点について t検定を行った。
結果を表 11に示す。
　職業キャリア・レディネスに関するすべての下
位尺度得点について、「3回以上欠席」した場合は
受講前後で有意な差がみられなかった。「全部出
席」した場合の主体性尺度得点、「ほぼ出席」し
た場合の主体性尺度得点、関心尺度得点および未
成熟尺度得点は、受講前後で有意な差がみられた。
「全部出席」は、受講前の主体性尺度得点が高く、
未成熟尺度得点が低いことから、職業キャリア・
レディネスがもともと高かったことが、授業の効
果が小さい要因と考えられる。
（5）	 受講前の職業キャリア・レディネス状
態と授業受講の効果
　インストラクショナルデザイン研究の蓄積によ
れば、受講者の受講前の知識や状態によって研修
効果が異なることが指摘されてきた（鈴木（2006）、
橋本（2006））。受講前の知識などの状態により、
学習の効果に差が出ることが明らかになってい
る。これを踏まえれば、受講前の職業キャリア・
レディネスの状態によって、受講後の職業キャリ
ア・レディネスの変化状態が異なる可能性がある。
この仮説の検証を次の手順で行った。
　受講前の4つの下位尺度得点のそれぞれについ
て、高群と低群に分類した。分類する際は、尺度
得点の分布を確認し、両群の比率ができるだけ同
表 11　本授業への出席状況別　受講前後の職業キャリア・レディネスの状態
表 10　職業キャリア・レディネス尺度得点の受講前後の変化
 
 
n M SD M SD M SD t値
全部出席 74 2.91 0.81 3.20 0.88 0.30 0.73 3.50 ***
ほぼ出席 80 2.73 0.81 3.18 0.84 0.46 0.70 5.83 ***
3回以上欠席 12 2.85 0.64 2.97 0.50 0.12 0.38 1.07
全部出席 74 3.76 0.66 3.86 0.66 0.10 0.55 1.61
ほぼ出席 80 3.65 0.78 3.82 0.75 0.16 0.49 2.98 **
3回以上欠席 12 3.58 0.77 3.56 0.57 -0.02 0.65 -0.13
全部出席 74 3.77 0.65 3.76 0.49 -0.01 0.69 -0.17
ほぼ出席 80 3.75 0.70 3.71 0.51 -0.04 0.70 -0.52
3回以上欠席 12 3.63 0.91 3.52 0.53 -0.10 0.82 -0.44
全部出席 74 3.08 0.80 3.10 0.87 0.02 0.70 0.27
ほぼ出席 80 3.26 0.90 3.08 0.84 -0.18 0.71 -2.30 *
3回以上欠席 12 3.02 0.80 3.18 0.71 0.17 0.45 1.28
主体性尺度得点
関心尺度得点
意欲尺度得点
未成熟尺度得点
(B)-(A)受講前(A) 受講後(B)
 
 
M SD M SD M SD t値
主体性尺度得点 2.81 0.80 3.17 0.84 0.36 0.74 6.64 ***
関心尺度得点 3.70 0.72 3.82 0.70 0.12 0.55 2.99 **
意欲尺度得点 3.75 0.69 3.72 0.50 -0.03 0.73 -0.61
未成熟尺度得点 3.16 0.85 3.10 0.85 -0.07 0.69 -1.23
受講前(A) 受講後(B) (B)-(A)
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じになるよう配慮した。受講前の職業キャリア・
レディネスの下位尺度得点ごとの高低群比率およ
び分割点については表 12に示す。分類した群ご
とに、サンプル対応のある t検定によって授業の
効果を検証した。その結果は表 13に示した。
　受講前アンケート回答時点で低群に属していた
場合は、職業キャリア・レディネスの 4つの下位
尺度すべてについて、受講後アンケートで測定し
たそれぞれの尺度得点に有意な変化がみられた。
ただし、未成熟尺度得点は上昇していることから、
就職についての展望、計画の曖昧さが増大した可
能性がある。
　一方、受講前アンケート回答時点で主体性尺度
得点や関心尺度得点が高群に属していた場合は、
受講後に有意な得点の変化はみられなかった。受
講前アンケート回答時点で意欲尺度得点が高群に
属していた場合は、受講によって意欲尺度得点が
有意に低くなることが示唆された。未成熟尺度得
点について、受講前に低かった場合（就職につい
ての展望、計画をある程度持っている場合）、受
講によって未成熟尺度得点が高まる傾向がみられ
た。つまり、受講によって、受講前に描いていた
就職に関する展望や計画が揺らぐ可能性が示唆さ
れた。一方、未成熟尺度得点が高い場合（就職に
ついての展望、計画が曖昧である場合）は、受講
によって未成熟尺度得点は有意に低くなる。つま
り、就職についての展望を持てるようになる可能
性が示唆された。
5．考察
　本研究では、大学での働くことに関するキャリ
ア教育の授業の受講が、学生のキャリア意識にど
のような影響を及ぼすのか、という課題を設定し、
「職業キャリア・レディネス尺度」を用いた効果
検証を行った。職業キャリア・レディネス尺度は、
職業選択と職業生活に関する取組姿勢を尋ねるこ
とで回答者が就職や職業などについてどの程度成
熟した考えを持っているのかを測定する尺度であ
る。本研究では、授業を受講する前の職業キャリア・
レディネスの状態を確認した上で、授業受講の前
後での比較を行うことで受講の効果を検証した。
　以下、分析の結果をまとめ、考察を行う。
表 12　受講前の職業キャリア・レディネスの状態
表 13　受講前の職業キャリア・レディネス尺度得点の高低別　受講前後の変化
 
 
高群(%) 低群(%) 群の分割点
主体性尺度得点 48.1 51.9 2.80
関心尺度得点 49.1 50.9 3.78
意欲尺度得点 46.5 53.5 3.78
未成熟尺度得点 44.9 55.1 3.26
 
 
n M SD M SD M SD t値
主体性尺度得点 低群 88 2.21 0.47 2.80 0.80 0.59 0.70 7.89 ***
高群 78 3.49 0.48 3.60 0.65 0.10 0.61 1.50
関心尺度得点 低群 86 3.16 0.55 3.42 0.62 0.27 0.57 4.39 ***
高群 80 4.27 0.32 4.24 0.50 -0.03 0.43 0.70
意欲尺度得点 低群 91 3.27 0.51 3.61 0.50 0.34 0.59 5.57 ***
高群 75 4.34 0.32 3.85 0.48 -0.49 0.53 -8.00 ***
未成熟尺度得点 低群 94 2.56 0.55 2.69 0.74 0.13 0.69 1.81 †
高群 72 3.95 0.40 3.62 0.65 -0.32 0.61 -4.46 ***
受講前(A) 受講後(B) (B)-(A)
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基本属性と職業キャリア・レディネス
　性別による分析では、女子は男子に比べると関
心尺度得点と意欲尺度得点がわずかながら高い傾
向がみられた。坂柳（1996）で示された男子学
生と女子学生の職業キャリア・レディネス尺度の
得点は女子学生よりも男子学生の方が高く、安達
（2008）では女子学生は男子学生に比べて就職の
圧力が強くないために職業的成熟のあり方が異な
ることが指摘されていた。今回の分析では、女子
が男子に比べて就職に対する関心や意欲が高い傾
向がみられた点が、先行研究の結果とは異なって
いる。女性の活躍が社会的に望まれる中で、女子
大学生の就職や職業への意識が変化している可能
性が示唆された。
　所属学部による職業キャリア・レディネスには
差はみられなかった。従来、教員養成課程や医療
保健系学部など学部と職業の関連が強い学部に在
籍している場合、職業に関する意識が高いことが
指摘されてきた。今回の分析対象者の多くが社会
科学、人文科学といった文系学部在籍者であり、
理系学部の学生は極めて少数であったことから、
所属学部による職業キャリア・レディネスの差が
みられなかったと考えられる。
　在籍学年によって授業受講前の職業キャリア・
レディネス状態には差がみられた。学年によって、
就職に対する取組姿勢が異なっているといえる。
例えば、大学 4年生は就職活動を経験し卒業まで
の時間が短いことから、卒業後の職業生活につい
て他の学年に比べて主体的に考えていると思われ
る。つまり、職業キャリア・レディネスは、就職
活動などを通じても高められていく可能性が示唆
された。
職業に関する意識と職業キャリア・レディネス
　大学生活の過ごし方や就職後の希望などの将来
見通しと職業キャリア・レディネスの関連につい
て分析を行った。「何となく過ぎていく」大学生
活を送っている者は、職業キャリア・レディネス
の状態が低いことが明らかになった。将来のキャ
リア見通しを持つことで、大学生活の過ごし方が
異なるという指摘（溝上ほか（2012））を支持す
る結果であった。将来の進路希望について、「考
えていない、わからない」と回答している場合、
職業キャリア・レディネス尺度のうち主体性尺度
や関心尺度が低く、将来の展望が持てない状態で
あることがわかった。長期的にどのように働きた
いのかという希望と職業キャリア・レディネスの
状態との関連は、顕著な関連がみられていない。
大学生にとって、卒業後の進路は比較的近い将来
として意識することができるが、就職後の長期的
な就業継続見通しについては実感がわきづらく、
職業キャリア・レディネスとの明らかな関連がみ
られなかった可能性がある。
授業受講前後での職業キャリア・レディネスの変
化について
　職業キャリア・レディネスは、授業を受講する
ことで全般に高まる傾向にあるといえる。特に、
受講前に職業キャリア・レディネスが低い状態で
あった者は、授業受講後に就職や職業選択に対し
て意欲を持ち主体的に取り組もうとする意識がみ
られ、職業キャリア・レディネスのポジティブな
変化が確認できた。働くことに関する知識を学ぶ
ことが、就職を意識させ、職業キャリア・レディ
ネスを高めると考えられる。
　一方、受講前から職業キャリア・レディネスが
高い者は、受講による職業キャリア・レディネス
のポジティブな変化が確認できなかったことに加
え、自律的に仕事に取り組もうという意欲的な態
度にはネガティブな変化がみられた。この変化は、
一種のリアリティショックととらえることができ
ると考える。リアリティショックとは、「自分の
期待や夢と，組織での仕事や組織への所属の実際
とのギャップに出会うことから生じるショック」
（Schein,	 1978）とされる。仕事に対する意欲が
高い場合、就職について関心を持ち、就職後の職
業生活に関するイメージや期待を自分なりに描い
ている可能性がある。このため、自分が描いてい
たイメージや期待と授業で学んだ内容のギャップ
によって幻滅し、擬似的なリアリティショックを
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経験したと解釈できる。数値からはネガティブな
変化にみえるが、この変化は必ずしもネガティ
ブな影響なだけではない可能性がある。入社後
のリアリティショックを軽減するためには入社前
の過度な期待を抑制する必要性が指摘されている
（Morse	&	 Popovich,	 2009）。この指摘を踏まえ
れば、本授業は働くことに関する現実に即した内
容を取り上げることによって、就職や職業生活に
対する過度な期待を調整するという効果があった
可能性がある。
　以上の考察を踏まえると、受講開始前に主体的
に職業・就職先を選択しようとする態度が身に付
いていない者に対しては、授業での学びを通じて
就職について関心を持ち、意欲を高め、主体的に
職業選択をしようとする態度変化を促す効果が
あったと考えられる。一方、受講開始前にすでに
就職に関心を持ち、職業生活に関する期待を高め
ている者に対しては、授業での学びを通じて過度
な期待が抑制され、入社後のリアリティショック
を緩和する効果があると考えることができる。
　受講前の就職や職業生活に対する関心の状態に
よって、授業の内容を調整することができればよ
り効果的なカリキュラム構成が可能であろう。し
かし、本研究の結果を踏まえれば、受講前の職業
の関心の状態によって受講者を分けたり、カリ
キュラムを変えなかったりしたとしても、それぞ
れが授業から学び、受講効果が期待できる。本
研究では、職業キャリア・レディネスは、働くこ
とに関する授業を受講することによって高められ
ることを明らかにできた。職業レディネスは、年
齢にふさわしいキャリア決定をする上で重要であ
る。特に就職や職業選択に対する関心が低い層に
対して、授業などを通じて働きかけ支援すること
で、主体的な職業選択を促すことができるであろ
う。支援を効果的に行うための時期や内容につい
ては、今後さらなる研究が望まれる。
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	 	 注
1）	 一部の大学で、受講後の調査実施に不備があり、
当該大学の回答者のうちの一部の回答が有効回
答として扱えなかったことから、受講後の対象
数が少なくなっている。
2）	 316 名の属性は、以下のとおりである。
	 男子 162 名（51.3％）、女子 154 名（48.7％）で
あった。受講学生の学年は 2年生が 208 名と最
も多く 65.8％を占めているが、3 年生も 59 名
（18.7％）、1 年生や 4年生も存在している。経
済学部など社会科学系の学生が 206 名（65.2％）
と半数以上を占め、人文科学系が86名（27.2％）、
その他が 24 名（7.6％）であった。
3）	 信頼性の検証（クロンバックのα係数の算出）
は受講前データ（316 名）、受講後データ（221
名）を用い、それぞれ行った。
4）	 分散分析を行った場合、等分散性が確認できた
場合はScheﬀe法を、等分散性が確認できなかっ
た場合はT2法を用いて多重比較を行った。
5）	 本授業は、全学年に向けて開講されている。
このため、大学によって受講学年の構成が異
なっていた。例えば、A大学は 25％が 1年生、
40％が 2年生であったが、D大学の受講者のう
ち 6割が 3年生、4割が 4年生である。B大学
は 8割が、C大学では 9割が 2年生である。
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